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基本機能



基本機能

拡大

・kintoneで有効かつよく使う機能は、大きく上記の６機能
・これら機能は単品利用というより、組み合わせることで、最大限の効果を発揮する



基本機能

設定条件に従い、レコードを一覧にて表示する機能

①一覧

検索値を入力することで、データを抽出する機能

②ソート

ソートした一覧に対し、メールを送る機能

③メール配信

探したいキーワードを入力することで、それに該当するレコードを抽出する機能
【重要】④自由検索は、②ソートの機能の一部ではない

④自由検索

設定条件に従い、レコードの内容をグラフにて表示する機能

⑤グラフ

一覧に表示されたデータを出力する機能
【重要】出力したデータを継続的に使用する場合は、CSVデータをエクセルデータに変換すること

⑥データ出力



一覧



一覧

設定条件に従い、レコードを一覧にて表示する機能

①一覧

設定条件に合致するレコードのみ表示される！



ソート



ソート

現在は、ステータスが01.OKのものだけ抽出しているが、
他ステータスのものも表示したい場合は、チェックを付ける

検索値を入力することで、データを抽出する機能

②ソート

他フィールドを抽出条件に入れることも可能

設定は一時的なものなので、
積極的に条件変更していただいてOK



メール配信



メール配信

表示されている一覧に対し、メールを送る機能

③メール配信

●使用時の前提：一覧を②ソート機能を使用し設定していること

・ソートをせずにメール配信を行うと、意図しないレコードに対しても
メールを配信してしまうため注意

・④自由検索でのソートでは、メール配信先のソートにはならない点に注意！



メール配信(続き)

表示されている一覧に対し、メールを送る機能

③メール配信

件名、本文を入力する
・配信対象レコード数が想定通りの数であるかを必ず確認
・矢印ボタンを押すことで、メールプレビューが表示される



自由検索
グラフ



自由検索 グラフ

探したいキーワードを入力することで、それに該当するレコードを抽出する機能
【重要】④自由検索は、②ソートの機能の一部ではない

④自由検索

設定条件に従い、レコードの内容をグラフにて表示する機能

⑤グラフ

検索欄にワードを入れることで、該当するレコードを抽出できる
ただし、見た目だけのレコード抽出である点に注意

・設定した条件に従ったグラフを表示
・新規グラフや変更の依頼があれば運用チームまで

④自由検索 ⑤グラフ



データ出力



データ出力

一覧に表示されたデータを出力する機能
【重要】出力したデータを継続的に使用する場合は、CSVデータをエクセルデータに変換すること

⑥データ出力

・データ出力は、メール配信とはことなり、自由検索の内容で抽出し意図したレコードのみ抽出可能※
・CSVボタンを押下することで、データ出力可能。その際、右に表示のある件数分のレコードが出力される
・出力データは、画面に表示されているフィールドのみ。もし、出力したいフィールドが他にもある場合は、運用チームまでお声がけください

※自由検索とデータ出力は同じプラグインのため



データ出力(続き)

一覧に表示されたデータを出力する機能
【重要】出力したデータを継続的に使用する予定がある場合は、CSVデータをエクセルデータに変換すること

⑥データ出力

●出力したデータとの付き合い方

・残念ながらkintoneでのデータ出力は、CSVであるため、住所や電話番号など表示内容に意味のあるものも、
すべて数値データとして取り扱われるため、期待する表示がされない場合がある
(例)「神田神保町3-3」が「神田神保町 MAR-3」 や 「0368656081」が「368656081」など

・もし、出力したデータを長期的な保存を予定しているのであれば、エクセルデータからCSVを取り込む処理をする必要がある


